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修学旅行に向けての平和学習
２月後半から道徳の授業では、修学旅行に向けての沖縄平和学習を始めています。１回目はＤＶＤ

視聴、２回目は絵本『つるちゃん』、今日の３回目は戦時中の沖縄県知事であった島田叡さんについ

て学習しました。

ＤＶＤでは生々しい映像もあり、沖縄戦の悲惨さを感じる事ができたのではないかと思います。

沖縄といえば明るく楽しいイメージを持っている人が多いと思いますが、修学旅行では、楽しむばか

りではなく平和についてしっかり学ぶことも大きな目的です。

沖縄戦では多くの一般住民が巻き込まれ、学生や小さな子どもたちも命を落としました。絵本『つ

るちゃん』では、戦場を逃げまどうつるちゃんの家族の実話からその実態を学びました。

「もう二度とあんなに悲しい戦争を起こしてはならない」 平和学習の中でみんなが感じた思いを持

ち続けてほしいです。

【絵本「つるちゃん」の感想より】

＊「つるちゃん」という絵本を読んで、信じられないようなことが本当にあったんだと思い知らさ

れました。７歳の小さな女の子が戦争に巻き込まれて、目の前で家族や親戚が亡くなっていくのを

見ていたということが本当に悲しいことだと思います。どうしてこんな小さい子がこんな辛い思い

をしないといけないのだろうと思いました。つるちゃんの目の前であったことは、本当に信じがた

い出来事だけれど、そういった時代があったということを忘れず、もっと深く学んでいきたいです。

＊どんどん周りの人がいなくなっていく淋しさや、爆弾が落ちてくる恐怖など、つるちゃんのよう

にたくさんの人々がこの戦争によって悲しくて辛い思いをしたんだなぁと思いました。小さい体で

逃げるために歩き続けたつるちゃんは、心も体もボロボロだったのだと思いました。それでも生き

続けたつるちゃんはとても強いなと感じました。

＊戦争では何も関係ない人がどんどん死んでいき、兵隊だけが死んだんじゃないことが分かりまし

た。「つるちゃん」を読んで、戦争がどれだけ無意味だったのかが分かりまし

た。戦争は二度と起こしてはいけないと思いました。

＊あんなに小さい子どもが犠牲になるのは本当にかわいそうだと思います。何

もしていない人々が次々と死んでいく･･･。なんでこんな争いをしたのか？

とても不思議です。今は戦争を知らない人たちが増えてきました。戦争のこと

をたくさんの人が知り、二度と戦争をしてはいけないという考えをみんなが持

ち、平和な世の中にしていかなければなりません。

また、総合学習では沖縄についての調べ学習をおこない、新聞作成をしています。１人が２テーマ

（うち１つは戦争・平和について）を調べています。２泊３日の修学旅行をより充実したものにする

ために、しっかりと調べて、学習を深めましょう。


